
６
月
議
会
に
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
・
税
額
を
改
訂
す
る
条
例
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
最

終
日
の
採
決
で
、
全
員
賛
成
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

１
人
当
た
り
平
均
約
６
７
０
０

円
の
引
き
下
げ
に

今
回
の
国
保
税
条
例
改
訂
は
、
国

保
税
率
・
税
額
（
医
療
保
険
分
）
を

次
の
よ
う
に
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

課
税
限
度
額
（医
療
保
険
分
）
は

54
万
円
に

医
療
保
険
分
の
限
度
額
が
52
万

円
か
ら
54
万
円
に
、
支
援
金
分
の

限
度
額
が
17
万
円
か
ら
19
万
円
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
。
介
護
分
の
限

度
額
16
万
円
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

「高
い
国
保
税
な
ん
と
か
し
て
」

の
声
に
応
え
、
国
保
税
引
き
下

げ
を
一
貫
し
て
要
求

―
日
本
共
産
党
・伊
丹
議
員

「
高
い
国
保
税
を
な
ん
と
か
し
て

ほ
し
い
」
―
こ
の
町
民
の
切
実
な
願

い
に
応
え
る
た
め
、

日
本
共
産
党

の
伊
丹
議
員
は
、
２
０
１
４
年
４
月

の
町
議
補
欠
選
、
昨
年
４
月
の
町
議

選
で
国
保
税
の
負
担
軽
減
を
公
約

に
掲
げ
選
挙
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。
伊

丹
議
員
は
当
選
以
来
、
議
会
の
一

般
質
問
な
ど
で
、
２
０
０
９
年
度
か

ら
国
保
会
計
の
実
質
収
支
が
黒
字

で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
約
９
千
万
円

あ
る
国
保
基
金
の
活
用
を
検
討
し

て
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
こ
と
を

町
当
局
に
一
貫
し
て
求
め
て
き
ま

し
た
。

安
倍
政
権
の
社
会
保
障
切
り

捨
て
は
許
さ
な
い

安
倍
政
権
が
２
０
１
５
年
５
月
に

強
行
し
た
「
医
療
保
険
制
度
改
悪

法
」
は
、
高
す
ぎ
る
国
保
料
の
国
の

責
任
に
は
背
を
向
け
た
ま
ま
、
国

保
運
営
に
対
す
る
都
道
府
県
の
権

限
を
強
め
、
医
療
費
を
強
制
的
に

抑
制
す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。
参
議

院
選
で
議
席
増
と
な
っ
た
日
本
共

産
党
国
会
議
員
団
と
地
方
議
員
は

連
携
し
、
国
保
「
都
道
府
県
化
」
に

よ
る
加
入
者
の
負
担
増
を
許
さ
な

い
と
り
く
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
日
本
共
産
党
の
政
策

日
本
共
産
党
は
、
「
い
っ
せ
い
地
方

選
政
策
ア
ピ
ー
ル
」
（
２
０
１
５
年
２

月
12
日
）
で
、
国
民
健
康
保
険
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
ま
す
。

▽
高
す
ぎ
る
国
保
料
（
税
）
の
引
き

下
げ
（
市
町
村
の
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
拡
充
、
都
道
府
県
か

ら
の
独
自
の
財
源
援
助
を
強
め
る
）

▽
国
保
料
（
税
）
の
値
上
げ
を
も
た

ら
す
国
保
の
都
道
府
県
化
に
反
対

★
裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い
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６
月
７
日
に
開
会
し
た
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
第
２
回
九
度
山
町
議
会
定
例
会
（
６
月
議

会
）
は
、
専
決
処
分
の
承
認
７
件
、
九
度
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
、
補
正
予
算
案
（一
般
会
計
・
特
別
会
計
）
３
件
な
ど
の
案
件
の
審
議
・
採
決
を
行
な
い
、

６
月
21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
案
な
ど
15
議
案
審
議

町議会議員 伊丹俊也

九度山町議会

６月議会
国保税の値下げが決定

負担軽減を望む町民の願い実現

ブログ開設中
「Ｇｏｏｄ Ｍｏｒｎｉｎｇ，九度山」

http://licitami.at.webry.info/

所得割 6.76％ ⇒ 6.08％
資産割 40.50％ ⇒ 36.45％
均等割 27,500円 ⇒ 24,800円
平等割 特定世帯・特定継続世帯以外の世帯の場合

22,500円 ⇒ 20,300円
特定世帯 11,250円 ⇒ 10,150円
特定継続世帯 16,875円 ⇒ 15,225円

※国保被保険者が後期高齢者医療制度に移行し、国保被保険者

が１人だけとなる世帯のうち5年を経過するまでの世帯を「特定

世帯」、特定世帯となって5年を経過して8年を経過するまでの間

にある世帯を「特定継続世帯」と言います。

所得0円

資産税0円
1人世帯

介護なし

所得100万円

資産税5万円
1人世帯

介護あり

所得150万円

資産税5万円
2人世帯

介護なし

所得250万円

資産税5万円
4人世帯（うち

介護2人）

2015年度 19,000円 180,900円 224,700円 454,000円

2016年度 17,500円 169,400円 207,100円 424,200円

●昨年度との国保税額の比較

※九度山町作成資料より



６
月
議
会
で
は
４
名

が
一
般
質
問
を
行
な

い
ま
し
た
。

た
め
池
の
防
災
・減
災
に
つ
い
て

【伊
丹
】
九
度
山
・
入
郷
・
慈
尊
院
地
区
の

「
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
配
布
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
地
域
住
民
の
防
災
意
識
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
町
民
か
ら
た
め
池
の
保
全

管
理
に
つ
い
て
問
う
声
が
あ
り
ま
す
。
本
町

の
た
め
池
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね

ま
す
。

【町
長
】

町
所
有
の
た
め
池
は
、
水
利
組
合

に
よ
る
草
刈
な
ど
の
維
持
管
理
に
よ
り
良

好
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
補
修
工
事
が

必
要
と
な
っ
た
時
に
は
町
と
水
利
組
合
が

協
議
を
行
い
、
補
修
を
行
い
ま
す
。
個
人
所

有
た
め
池
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
責
任
で
管

理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
民
家
に
被
害

が
発
生
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
町
よ
り
適

正
管
理
な
ど
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

【
伊
丹
】
広
良
・
利
左
ェ
門
池
、
警
戒
た
め

池
に
指
定
さ
れ
て
い
る
慈
尊
院
・
新
池
な
ど

の
堤
体
法
面
が
雑
草
で
覆
わ
れ
て
い
る
の
を

見
る
と
管
理
が
で
き
て
い
る
と
は
言
え
な
い

と
思
い
ま
す
。
実
際
に
現
場
に
行
っ
て
見
て

み
る
と
保
全
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い
と
感

じ
る
た
め
池
が
多
数
あ
り
ま
す
。
住
民
か
ら

「
草
ぼ
う
ぼ
う
で
管
理
が
で
き
て
い
る
の
か
？

（
堤
体
が
）
ひ
び
割
れ
し
て
い
て
も
、
モ
グ
ラ

が
穴
を
掘
っ
て
い
て
も
わ
か
ら
な
い
や
な
い

か
」
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
「
和
歌
山
県

農
業
用
た
め
池
保
全
指
針
」
に
基
づ
き
、
行

政
と
管
理
責
任
者
が
現
状
把
握
し
、
き
ち

ん
と
保
全
で
き
る
よ
う
対
処
す
べ
き
で
は
。

【
建
設
課
長
】

水
利
組
合
で
草
刈
り
作
業

は
行
っ
て
い
る
と
役
場
で
把
握
し
て
い
ま
す
。

異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
（
書
類
を
）
記
載
の
上
、

提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

【
伊
丹
】
た
め
池
管
理
者
が
管
理
す
る
上

で
困
難
な
点
、
例
え
ば
草
刈
り
な
ど
で
人
手

が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
防
災
・

人
命
に
か
か
わ
る
公
共
性
・
公
益
性
が
高
い

こ
と
で
す
の
で
、
町
が
費
用
を
補
助
す
る
な

ど
の
取
り
組
み
が
必
要
な
の
で
は
。

【
町
長
】

水
利
組
合
が
水
利
権
を
主
張
し

て
い
る
た
め
池
は
、
水
利
組
合
で
管
理
す
る

必
要
が
あ
り
、
町
が
お
金
を
出
し
て
管
理
す

る
と
い
う
形
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

＊
た
め
池
の
写
真
撮
影
日
は
い
ず
れ
も
２
０
１
６
年

６
月
１
５
日
で
す
。

災
害
備
蓄
用
食
料
の
地
産
地
消

に
つ
い
て

【伊
丹
】
町
内
の
水
田
保
全
と
地
産
地
消

の
た
め
町
内
業
者
に
よ
る
災
害
備
蓄
食
の
製

品
化
を
進
め
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

【
町
長
】

非
常
食
料
の
備
蓄
に
お
い
て
は
、

な
る
べ
く
経
費
を
抑
え
て
購
入
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
、
入
札
に
よ
る
購
入
で
別
段
問
題

と
な
る
事
象
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

町
内
業
者
に
よ
る
非
常
食
料
と
し
て
の
開

発
や
製
品
化
に
向
け
て
の
行
政
の
取
り
組

み
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

町
行
政
サ
ー
ビ
ス
改
革
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

【
伊
丹
】
政
府
は
、
自
治
体
が
民
間
委
託

を
進
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
下
げ
て

で
も
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
先
進
的
な
実
績
を

つ
く
れ
ば
、
地
方
交
付
税
の
配
分
を
優
遇
す

る
と
い
う
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
町
長
の
任
期
中
に
民

間
委
託
を
進
め
る
の
か
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
私
の
任
期
中
に
（
民
間
委
託
を
）

今
以
上
に
増
や
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
ほ
か
、
町
長
に
「
災
害
時
の
ト
イ
レ
対

策
―
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
設
置
」
に
つ
い
て
、

新
教
育
長
に
「
本
町
の
教
育
行
政
の
方
針
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

以
上
の
質
疑
答
弁
は
本
紙
編
集
者
の
責
任
で
要
約

し
た
も
の
で
す
。
全
文
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広良・利左エ門池の堤体

梅林・新池


